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１．本年度の研究成果 
 平成１９年度は３年計画の第２年目として、前年度に培った患者動態調査に関する研究

手法を以下の各県で実施した。本研究には調査協力病院医師と研究者間に深い信頼関係が

必要である。必ずしも全病院に対する調査は必要なく、調査協力病院医師と研究者間の信

頼関係に配慮し、研究協力病院を選定した。福島県(福島県立医科大学、太田西ノ内病院、

北福島医療センター、磐城共立病院、竹田総合病院)、茨城県(筑波記念病院、筑波大学附

属病院、日立総合病院、茨城県立中央病院、土浦協同病院、水戸医療センター)、栃木県(自
治医科大学付属病院)、鳥取県(鳥取大学病院)、島根県(島根大学医学部付属病院)、徳島県

(徳島大学病院、徳島県立中央病院、徳島赤十字病院、健康保険鳴門病院、徳島市民病院、

阿南共栄病院、徳島県立三好病院、徳島県立海部病院) また、複数の在宅療養支援診療所

においても患者動態調査を遂行した。 
研究が先行した徳島県において、紹介元医療機関に対しフィールドワークを行い、患者

紹介施設選択の判断材料、その情報源、紹介先施設への要望事項などを調査した(研究者：

上 昌広)。また、徳島県医師会の協力を得、地元医療機関を対象としたアンケート調査を

実施した。地域中核医療機関を受診する外来患者の動態を検討するため、同県の県立病院

（徳島県立中央病院、徳島県立三好病院、徳島県立海部病院）において、全診療科を対象

とした患者動態調査を遂行した。これらの研究結果を第５回日本臨床腫瘍学会総会及び、

第６９回日本血液学会・第４９回日本臨床血液学会合同総会にて発表(研究者：上 昌広)
した。 
 
２．前年度までの研究成果 
 研究第１年目においては患者動態調査の基盤となるデータ収集を重点的に行った。即ち、

東京都立府中病院血液科、東京都老人医療センター血液内科、筑波記念病院血液病センタ

ー、日立総合病院血液内科にて患者動態調査のデータ収集を行った。いずれの中核医療機

関も患者の約７０％が同機関から半径約２５キロメートル以内の地元診療圏からの患者で、

我々の想定と比較して小さいことが明らかになった。これはがん拠点病院にがん診療の全

てを担わせることは困難で、地域の特性を十分に考慮した上でがん診療体制を構築する必

要性を示している。また、情報伝達手段の調査として、患者会及び院内フリーマガジンを

通じた患者の情報収集手段の実態調査を行い関連学会で発表した。 
 
３．研究成果の意義および今後の発展 
 がんの臨床研究を推進するためには、患者登録の効率を向上させることが重要である。

がん臨床研究遂行の中心的役割を果たす中核医療機関の受診者の半数以上は地元医療機関

からの紹介であることを考えれば、地元医療機関と中核医療機関の有機的なネットワーク

を構築しなければならない。しかしながら、このような医療機関間の患者紹介の実情、お

よびその動態に影響する因子に関する研究は少ない。本研究は臨床試験遂行体制を構築す



る上での基盤となるデータを提供する。また単に問題点を列挙し改善方法を検討しても、

実現不可能であれば単なる机上の空論に終始する。そのため提唱したネットワークモデル

を実際に運用し、実現可能な方法を模索する必要がある。 
 本研究により患者・医療機関双方の納得が得られる患者紹介モデルが確立すれば、臨床

試験の遂行のみならず、患者の医学的、社会的状態に応じ施設横断的な対応が可能となる。

医療機関のネットワークで迅速な紹介対応が可能となれば、患者は適切な時期に最適な医

療機関で診療を受けることができるため、医療経済の最適化に寄与する。加えて、この研

究で提示運営するネットワークモデルを一般化し、医療機関相互の情報共有を推進すれば、

がん治療の均てん化に貢献する。 
 
４．倫理面への配慮 
 本研究においては、人体から採取された試料は用いない。がん患者の紹介動態、治療内

容、患者満足度の調査においては、患者の個人情報に接するため、個人情報保護の徹底が

重要である。研究員による情報の抽出を行う際には、研究員に対して、教育・作業管理の

徹底による個人情報保護、情報の漏洩防止対策を徹底する。その後集計の際に患者情報を

施設外に持ち出す必要があるが、その際には匿名非連結化により個人情報を除いた情報の

みを扱う。 
 なお、本研究は平成１８年１１月３０日に「がん臨床研究に不可欠な症例登録を推進す

るための患者動態に関する研究」として東京大学医科学研究所倫理審査委員会の承認を得

た。 
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